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2019 年度事業報告書 

（2019 年（平成 31 年）4 月 1 日から 2020 年（令和 2 年）3 月 31 日まで） 

 

【当期活動の概要と今後の対応】 

1．メイクボランティア活動（P2～3） 

100 回の施設訪問を行った。3 月は新型コロナウィルス感染拡大防止のため、すべてのメイ

クボランティア活動を中止した。そのため、当初は前年同様の回数となるはずだった施設訪

問は、前年比で減少することになった。 

また今年度は、メイクボランティア講習会について、多数開催しても修了者がボランティア

訪問に参加できる機会が十分にないということを考慮し、例年より回数を減らしている。そ

の結果、会員数が減少することになった（当年度の会費納入済み正会員数は 364 名（前年比

42 名減））。 

首都圏におけるリーダー・フルメイク担当の不足、修了者が参加できる施設訪問の回数確保、

講習会の開催、会員数の維持は、一体になった問題であり、引続き解決を図らなければなら

ない課題である。 

ただし、来年度については、新型コロナウィルス感染症のため、いつメイクボランティアを

再開できるか予測できず、訪問回数の維持は難しい。また再開後の参加者の減少も危惧され

ている。 

2．調査研究活動（P5～6） 

文化学園大学との共同研究について、1 回のメイクにおける被術者の表情変化に関する報告

書が提出された。今後、被術者側の時系列変化に関する報告書、施術者側の変化に関する報

告書が提出される予定。 

3．普及啓発活動（P6）  

令和元年 10 月 19 日、「子ども虐待」をテーマにシンポジウムを開催した。84 名が参加した。

引続き年 1 回のシンポジウムを実施する予定。 

4．情報誌発行事業（P6） 

年 4 回の会報誌発行・ホームページでの情報発信を行った。今後も継続する。 

5．メンタルメイクセラピストⓇ資格認証事業（P6～P8） 

令和元年 11 月 9 日に第 1 回 4 級試験、11 月 30 日に第 1 回 3 級試験を行い、それぞれ 4 級

49 名、3 級 18 名を認定した。 

また、1 級者による第 2 回研究会を令和元年 10 月 21 日に開催した。この回より、1 級者以

外でも、今後メンタルメイクセラピストⓇ資格取得を目指す当法人の会員も参加できることと

した。令和 2 年 3 月 1 日に予定されていた第 3 回については、新型コロナウィルス感染拡大

防止のために延期した（振替日未定）。 

また、来年度の 5 月に予定していた第 2 回の 4 級 3 級検定試験も延期した。 

今後、学科テキストの発行を予定し、4 級の Web 受験システムも導入予定。 
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1．メイクボランティア及びメイクボランティア講習 

  高齢者施設・障がい者施設等を訪問し、施設入居者及び利用者にメイクの提供及びメイクを

通じたスキンシップ・コミュニケーションを行い、被術者、その介護・介助者及びボランテ

ィア参加者の QOL の改善・向上を図る機会を提供した。 

（1）メイクボランティア 

1 都 2 府 12 県の施設に 100 回訪問し、メイクボランティアを実施した。 

【月別実施回数及び参加人数】※ 3 月は新型コロナウィルス感染症のためすべて中止 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

回数 9 12 10 10 9 13 12 12 6 4 3 0 100 

V人数 36 51 41 34 34 53 42 42 22 19 17 0 391 

施術

人数 
113 169 123 106 113 164 162 159 83 44 37 0 1,273 

 

【地域別実施回数及びボランティア人数】 

地域 回数 人数 地域 回数 人数 地域 回数 人数 

東京 23 104 富山 7 33 広島 3 8 

大阪 12 68 山梨 7 7 京都 2 11 

新潟 11 28 兵庫 5 19 滋賀 2 9 

高知 10 10 福岡 3 14 千葉 2 7 

神奈川 9 58 愛知 3 11 埼玉 1 4 

 

【過去 3 年間の実施回数及び参加人数】 

 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

実施回数 118 120 109 100 

参加人数 429 465 430 391 

平均参加人数 3.63 3.875 3.94 3.91 

 

（2）メイクボランティア講習会 

 月日 場所 種別 参加者 講師 

① 4 月 20 日（土） 東京 意見交換会※ 15 
西奈まるか 

鬼頭敦子 

② 5 月 18 日（土） 大阪 意見交換会※ 10 西奈まるか 

③ 5 月 19 日（日） 東京 基礎 10 
志麻裕子 

鬼頭敦子 

④ 6 月 1 日（土） 大阪 基礎 ４ 古西明代 

⑤ 7 月 31 日（水） 東京 スキルアップ 4(4)※ 西奈まるか 

⑥ 8 月 3 日（火） 東京 
※文化学園大学 

基礎 8 
西奈まるか 

鬼頭敦子 
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⑦ 
10 月 13 日（日） 
※台風のため中止 

東京 基礎 10 
志麻裕子 

国府田圭子 

⑧ 11 月 2 日（土） 大阪 基礎 6 小西明代 

⑨ 11 月 9 日（土） 東京 スキルアップ 2 西奈まるか 

⑩ 12 月 15 日（日） 東京 基礎 7 
志麻裕子 

国府田圭子 

⑪ 
3 月 14 日（土） 

※新型コロナウィ

ルスのため延期 

東京 基礎 4 志麻裕子 

※意見交換会は、メイクボランティアに参加したことのある会員に、修了者、フルメイク担当、リーダー

等を問わず参加してもらい、メイクボランティア活動に対する意見交換を行った。また、ボランティア

におけるコミュニケーションの取り方やメイクについての実技や講習も合わせて行った。 

※7/31 のスキルアップの数字は、コミュニケーション編・メイク実技編（カッコ内）の参加者数 

※延べ参加人数は、基礎編 35 名（中止、延期の人数は含めない）、スキルアップ 6 名 

 

（3）メイク講座・セミナー・講演 

① 更正保護法人「両全会」での講演 

内容：「メイクの効果」について理事長（かづきれいこ）による講演 

日時：平成 31 年 4 月 15 日（月）19:00～20:00 

会場：更生保護法人 両全会 

対象者：法務省より依頼を受けた更生施設に入居する、自立を目指す女性 

参加人数：11 名 

② 更正保護法人「両全会」でのメイク講習 

内容：就職支援を目的としたセルフメイク講座の提供と指導 

日時：令和元年 7 月 22 日（月）、10 月 21 日（月）、2020 年 1 月 20 日（月） 

いずれも 19:00～20:00 

会場：更生保護法人 両全会 

対象者：法務省より依頼を受けた更生施設に入居する、自立を目指す女性 

参加人数： 7 月は 15 名、10 月は 12 名、1 月は 12 名 

講師：会員 箕浦裕子（7 月、10 月、1 月） 

アシスタント：会員 国府田圭子（7 月、10 月、1 月） 

③ 第 10 回恵仁会オープンフォーラムでの講演 

内容：医療法人社団恵仁会主催の第 10 回「恵仁会オープンフォーラム」において「メ

イクの効果」について理事長（かづきれいこ）による特別講演       

タイトル：「患者様へのメイクの現場から 

～メイクを通じて心のケア 皆さんも始めてみませんか～」 

日時：令和元年 10 月 25 日（金）16:20～17:35 

会場：パルテノン多摩 小ホール 

   東京都多摩市落合 2-35 

対象者：恵仁会医療関係者ならびに一般者 

参加人数：200～250 名 
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④ 順天堂大学×東京藝術大学シンポジウム「芸術は医療になにができるのか」 

内容：順天堂大学と東京藝術大学とのシンポジウムの座談会にて、理事長（かづきれ

いこ）がパネリストの 1 人として参加       

タイトル：「かたちがこころをつくる」 

日時：令和元年 12 月 8 日（日）14:10～15:40 

会場：順天堂大学 A 棟 講堂 

   東京都文京区本郷 2 丁目 1 番 1 号 

対象者：一般 

参加人数：定員 450 名 

⑤ 第 28 回 日本医科大学形成外科 講演会 

内容：日本医科大学形成外科の講演会にて、理事長（かづきれいこ）による講演   

タイトル：現場で直ぐに役に立つ患者様のためのメイクアップセラピー 

    ～メンタルメイクセラピスト🄬資格認定制度の説明～ 

日時：令和元年 12 月 23 日（月）18:00～ 

会場：日本医科大学 弥生 2 号館 3F 

   東京都文京区千駄木 1-1-5 

対象者：日本医科大学医学研究科の教員・大学院生、付属病院の看護師 

参加人数：40～50 名 

⑥ 大阪府立福井高等学校での講演 

内容：「人権学習」において、メイクの効果・メイクの仕事について紹介 

日時：令和 2 年 1 月 30 日（木）10：40～12：30 

会場：大阪府茨木市西福井 3－33－11 

対象者：2 年生 57 名 

講師：会員 尾田由紀子、アシスタント：会員 村脇由香子 

⑦ 児童養護施設に入所している子どもたちの自立支援事業（全３回） 

  （東京中央新ロータリークラブからの助成事業） 

 ※第２回、第３回については、新型コロナウィルス感染拡大防止のため延期 

内容：東京中央新ロータリークラブ・NPO 法人シンクキッズ－子ども虐待・性犯罪を

なくす会との共催 

      全 3 回で、児童養護施設に入所されている子どもたちにセルフメイク研修ならび

にメイクボランティア研修を受けていただき、最後には老人ホームでのメイクボ

ランティア体験研修を行う。 

日時：第 1 回 2 月 2 日（日）12:00～15:00 セルフメイク研修 

   第 2 回 3 月 7 日（土）13：00～15：00 メイクボランティア講習会 

第 3 回 3 月 21 日（土）14:00～16:00「緑の郷」（神奈川県）にて実習 

会場：第 1 回 REIKO KAZKI 東京本社 

       東京都新宿区左門町 3-1 左門イレブンビル 4Ｆ 

対象者：神奈川県内、東京都内の児童養護施設在籍の 15 歳以上の児童 

参加人数：第 1 回 4 名  
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講師、アシスタント：第 1 回 会員 笠原弘子、国府田圭子          

⑧ 埼玉県の児童養護施設の児童たちへのメイク講座 

タイトル：自分に自信をつけるためのメイク研修 

内容：NPO 法人シンクキッズ－子ども虐待・性犯罪をなくす会との共催 

埼玉県の児童養護施設の児童たちへ、理事長（かづきれいこ）による講演と、

セルフメイク講座の提供と指導  

日時：令和 2 年 2 月 15 日（土）11:30～14：30 

会場：川越プリンスホテル 

   埼玉県川越市新富町 1-22 

対象者：埼玉県内の児童養護施設の児童 

参加人数：15 名 

講師：会員 尾田由紀子 

アシスタント：会員 吉田聖乃 

   ⑨2019 年度 MDRT Foundation-Japan Quality of Life Grant 受賞 

    当法人の高齢者施設へのメイクボランティア活動について、MDRT 日本会及び 

MDRT Foundation-Japan の 2019 年度 QOLG（Quality of Life Grant）に選出され、

受賞ならびに助成金の授与式があった。 

    授与式：令和元年 12 月 25 日（水） 

    場所：公益社団法人 顔と心と体研究会 事務局 

       東京都新宿区左門町 3-1 左門イレブンビル 4Ｆ 

 

2．調査研究活動 

① 「化粧によるストレス軽減効果に関する長期的観察」 

期間：平成 24 年 11 月から平成 25 年 11 月まで、平成 27 年 3 月から平成 28 年 3 月ま

で 

内容：肢体不自由のお子様をお持ちの保護者の方へメイク講習を実施し、その後 1 年

間のアンケート調査から得られる数値の変化から、化粧の効果について考察す

る。 

活動：調査結果を論文化し、平成 28 年 10 月 15 日のシンポジウムで発表、その後ホ

ームページで公表した。今年度は活動の継続について検討。 

② 「社会的支援を必要とする高齢者へのメイクアップを用いた高齢者・支援者双方の QOL

向上の試み」 

文化学園大学応用健康心理学研究室 精神保健学 佐藤浩信准教授との共同研究 

期間：平成 27 年 4 月～（継続中） 

内容：メイクボランティアに参加したメイクの施術者について、アンケート調査によ

り、メイクボランティア提供の前後における生きがい、自尊感情などの変化に

ついて考察する。メイクを受けた高齢者については、センシングデバイスを用

いて感情の変化を数値化し、メイクの与える効果について考察する。 

活動：1 回の施設訪問における被術者の表情変化に関する報告書が提出された。7 月配
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布の「ファッションビジネス学会誌」にて公表。ダイジェスト版を会報誌第 53

号（8 月発行）に掲載。今後、施術者側の変化に関する報告書、被術者側の時系

列変化に関する報告書が提出される予定。 

 

3．公開講座・シンポジウムの開催 

  【テーマ】「子ども虐待を考える」 

【目 的】最近、大幅に件数が増加し、またメディアを賑わしている子ども虐待について、

各方面の専門家から、子ども虐待の実態・取組の状況等について情報提供を行い、

現状と課題についての認識を共有し、一人ひとりが自らの問題としてどのような

ことができるかを考える機会とする。 

  【講演者】 

（1）小山定明（法務省矯正局少年矯正課長） 

   「最近の少年犯罪と子ども虐待の関連性」 

（2）後藤啓二 

（弁護士・NPO法人シンクキッズ－子ども虐待・性犯罪をなくす会代表理事） 

 「子ども虐待の現状とその対応の問題点」 

（3）山田和夫（NPO 法人豊島子ども WAKUWAKU ネットワーク理事・要町あさやけ

子ども食堂店主） 

   「子ども食堂運営の実態と背景にある子どもの貧困」 

（4）かづきれいこ（公益社団法人顔と心と体研究会理事長） 

   「少年院でのメイク指導活動からの提案」 

（司会）堤信子（フリーアナウンサー、エッセイスト） 

【日 時】 10 月 19 日（土） 13 時 00 分～16 時 15 分 

【会 場】 エッサム神田 2 号館 4 階大会議室（東京都千代田区内神田 3－24－5） 

  【参加者】 84 名 

  【参加費】会員・学生：無料、一般：前売 1,000 円／当日 2,000 円 

 

4．情報誌等発行事業 

① 会報誌の発行：第 52 号（5 月）、第 53 号（8 月）、第 54 号（12 月）、 

第 55 号（2020 年 2 月） 

② ホームページで当法人の概要・事業活動報告などを掲載  

③ メンタルメイクセラピストⓇ検定専用ホームページを立上げ 

 

5．メンタルメイクセラピストⓇ資格認証事業 

① 制度の周知を図るための活動 

8 月 15 日 国際医療福祉大学 

8 月 20 日 済生会本部 

 

② 資格認証試験実施のための活動 



 
 

7 

 

公式テキスト（実技編）を 8 月 2 日に発刊 

公式テキスト（学科編）を準備中 

③ メンタルメイクセラピストⓇ実技試験評価者訓練の実施 

目的：昨年度の「制度前認定試験」にて認定された 1 級者 5 名が、メンタルメイクセラ

ピストⓇ3 級試験の実技試験の試験官を務めるにあたり、評価基準の適用や評価

方法について標準化を図る。 

内容：受験生と相モデルに見立てた者を 2組用意し、1級者 5名を含めた試験官 8名で、

評価基準票を用いて評価を行い、評価結果を照合し、評価の仕方について議論し

た。 

日時：令和元年 10 月 21 日（月）9：30～12：30 

会場：東京都新宿区西新宿 6－15－1  

セントラルパークタワー ラ・トゥール新宿 3F コミュニティルーム 4  

出席： メンタルメイクセラピストⓇ検定試験官 8 名 

④ メンタルメイクセラピストⓇ1 級者第 2 回研究会 

内容：メンタルメイクセラピストⓇ1 級者を対象にした研究会の開催。 

外部講師による講演、資格者同士の情報交換等により、各自のレベルアップの

機会を提供する。 

第 2 回より、今後メンタルメイクセラピスト資格取得を目指す当会会員も参加

可能とした（会報誌にて告知） 

日時：令和元年 10 月 21 日（月）13：30～16：00 

会場：東京都新宿区西新宿 6－15－1  

 セントラルパークタワー ラ・トゥール新宿 3F コミュニティルーム 1  

出席： 1 級資格認定者 5 名、当会正会員 7 名 

講演者：鈴木雅也（東海光学 脳科学推進室 室長） 

    「開瞼時『つらさ』：客観評価法開発と極薄粘着テープによる眼瞼痙攣テープ

施術の効果評価の試み」 

⑤ メンタルメイクセラピストⓇ1 級者第 3 回研究会 

 ※新型コロナウィルス感染拡大防止のため延期 

日時：令和 2 年 3 月 1 日（日）10：00～12：00 

会場：東京都新宿区左門町 3-1 左門イレブンビル 4Ｆ 

 REIKO KAZKI 東京本社 

講演者：佐藤浩信（文化学園大学 現代文化学部応用健康心理学研究室 准教授） 

    「社会的支援を必要とする高齢者へのメイクアップを用いた高齢者・支援者

双方の QOL 向上の試み」（特別養護老人ホーム「緑の郷」における調査研

究の結果報告） 

        百武朋（特殊メイク・特殊造形・キャラクターデザイナー） 

     「傷をつくるメイク」（仮題） 

⑥ 第 1 回 3 級 4 級試験の実施 

 ● 第 1 回 3 級試験 
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【実施日】2019 年 11 月 30 日（土曜日） 

【試験内容】実技試験（50 分 120 点満点）＋筆記試験（60 分 50 問 50 点満点） 

【合格基準】実技・筆記の合計点数（170 点満点）の 70%（119 点）以上を合格とする。

ただし、実技試験の点数が 69 点未満又は筆記試験の点数が 28 点未満は不

合格。 

【応募総数】32 

【受験者数】28 

【受験者の男女比】男性： 0 女性：28 

【受験者の平均年齢】50.81 歳（回答のあった 26 名） 

【合格者数】18 

【合格率】64.3% 

【平均点】120.53（満点の 70.9%） 

【筆記試験の結果】 

平均点：43.61（満点の 87.2%）  ／ 最高点：49 

【実技試験の結果】 

平均点：76.92（満点の 64.1%）  ／ 最高点：99.17 

評価項目別の平均点 

スキンケア：     13.45（20 点満点） 

肌つくり：      12.70（20 点満点） 

眉：          8.14（15 点満点） 

ポイントメイク：   15.73（25 点満点） 

全体：        12.17（20 点満点） 

コミュニケーション： 14.73（20 点満点） 

  ●第 1 回 4 級試験 

【実施日】令和元年 11 月 9 日（土） 

【試験内容】筆記試験 60 分 35 問 28 問（80%達成）の正解により合格 

【応募総数】56 

【受験者数】52 

【受験者の男女比】男性 6 女性：46 

【受験者の平均年齢】47.3 歳（回答のあった 45 人） 

【合格者数】49 

【合格率】94.2％ 

【平均点】31.98 

【最高点】35(満点)(5 名) 

⑥ 4 級 WEB 検定試験の準備（令和 2 年 5 月開始予定） 

 

6．その他当法人の目的を達成するために必要な事業 

① 通常社員総会 

日時：令和元年 6 月 21 日（金）18：15～19：00 
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場所：REIKO KAZKI 東京本社 

報告事項：平成 30 年度（平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日まで）の事業報告

の内容報告の件 

決議事項：平成 30 年度（平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日まで）計算書類及

び財産目録承認の件 

② 理事会の開催 

（ア）令和元年 5 月 30 日（木） 

    決議事項 

第 1 号議案 入会申込者審査の件 

第 2 号議案 平成 30 年度（平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日

まで）事業報告書及び計算書類及びこれらの附属明細書、並

びに財産目録承認の件 

第 3 号議案 通常社員総会招集の件 

第 4 号議案 メンタルメイクセラピストⓇ資格認証事業に関する資格更新

制度の件 

第 5 号議案 顧問選任の件 

報告事項 

理事長の職務執行状況報告の件 

（イ）令和元年 11 月 7 日（木） 

    決議事項 

第 1 号議案 顧問選任の件 

報告事項 

理事長の職務執行状況報告の件 

（ウ）令和 2 年 3 月 23 日（月）決議があったものとみなされた日 

   ※新型コロナウィルス感染拡大防止のため、書面評決 

    決議事項 

第 1 号議案 令和 2 年度（2020 年 4 月 1 日から 2021 年 3 月 31 日まで）

事業計画（案）及び収支予算（案）等承認の件 

第 2 号議案 「謝金規程」制定の件 

報告事項 理事長の職務執行状況報告の件 

③ 正会員へ会費納入の案内発送 

5 月、8 月、11 月、2 月の会報誌の発行と併せて実施 

（会費納付会員数：364 名：令和 2 年 3 月 31 日現在） 

  ④ 内閣府公益認定等委員会事務局の定期立入検査（令和 2 年 3 月 16 日予定） 

※新型コロナウィルスの影響により延期 

 

８．活動財源 

寄附金、会費等を充当した。 
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事業報告の附属明細書 

 

 2019 度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 34 条第 3

項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので、作成しな

い。 

 

以 上 
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          決算報告書 

 

     自  平成 31 年  4 月  1 日 

          至  令和 2 年 3 月 31 日 

 

 

 

 

 

 

 

               公益社団法人 顔と心と体研究会 

東京都新宿区左門町 3番地 1 

左門イレブンビル４Ｆ 
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貸借対照表
令和2年3月31日現在

公益社団法人 顔と心と体研究会 （単位:円）
科        目 当年度 前年度 増  減

        未              収              金 5,000 26,000 -21,000
        未        収         会         費 93,000 147,000 -54,000

Ⅰ　資産の部
  １．流動資産
        現        金         預         金 4,631,856 4,215,109 416,747

  ２．固定資産
4,394,527      流動資産合計 6,453,194 2,058,667

        商              　              品 1,718,754 0 1,718,754
        貯              蔵              品 4,584 6,418 -1,834

    (3) その他固定資産

　　　　商　　　　　　　標　　　　　　　権 507,157 577,110 -69,953
　　　　ソ　　フ　  ト　　ウ　　ェ　　ア 404,489 0 404,489

      その他固定資産合計 911,646 577,110 334,536
      固定資産合計 911,646 577,110 334,536

        未        払         費         用 995,503 957,779 37,724

      資産合計 7,364,840 4,971,637 2,393,203
Ⅱ　負債の部

        前              受              金 179,800 0 179,800
        前        受         会         費 579,000 597,000 -18,000

  １．流動負債

      負債合計 1,754,303 1,554,779 199,524

        預              り              金 0 0 0
      流動負債合計 1,754,303 1,554,779 199,524

Ⅲ　正味財産の部
  １．指定正味財産
      指定正味財産合計 0 0 0
  ２．一般正味財産 5,610,537 3,416,858 2,193,679
      正味財産合計 5,610,537 3,416,858 2,193,679
      負債及び正味財産合計 7,364,840 4,971,637 2,393,203  
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        減　　　 価        償　    　却　   　費 69,953 69,953 0

        受       取        寄        付       金 12,837,002 13,257,369 -420,367

      雑                 収                 益 9,030 647,937 -638,907

      事                 業                 費 11,963,838 9,955,027 2,008,811
        給          料           手           当 6,302,065 6,332,258 -30,193

        旅       費        交        通       費 519,805 514,284 5,521

正味財産増減計算書
平成31年 4月 1日から令和 2年 3月31日まで

公益社団法人 顔と心と体研究会 （単位:円）
科        目 当年度 前年度 増  減

        正    会    員     受     取    会    費 1,215,000 1,182,000 33,000

Ⅰ　一般正味財産増減の部

        賛   助   会    員    受    取   会   費 45,000 95,000 -50,000

      受          取           会           費 1,260,000 1,277,000 -17,000

 １．経常増減の部
  (1) 経常収益

        シ  ン  ポ  ジ  ウ   ム   事  業  収  益 20,000 40,000 -20,000
        メ イ ク ボ ラ ン  テ  ィ ア 事 業 収 益 417,750 474,500 -56,750

      事          業           収           益 4,219,640 773,742 3,445,898

        メ  イ   ク   講   座   事   業   収  益 1,281,260 142,242 1,139,018

      受       取        寄        付       金 12,849,182 13,257,589 -408,407

        募　　　　　金　　　　　 収　　　　　 益 12,180 220 11,960

        検　　 定　   事　    業 　   収  　  益 2,500,630 117,000 2,383,630
      受       取        　補　　　　助       金 300,000 0 300,000
        受    取    民　  間  　補 　　助　   金 300,000 0 300,000

  (2) 経常費用

        受          取           利           息 30 24 6
　　　　雑　　　　　　　　収　　　　　　　　益 9,000 647,913 -638,913
      経常収益計 18,637,852 15,956,268 2,681,584

        通       信        運        搬       費 547,012 499,279 47,733

        福       利        厚        生       費 466,536 453,308 13,228
        会                 議                 費 76,795 96,274 -19,479

        賃                 借                 料 433,955 271,540 162,415
        諸                 謝                 金 530,000 626,000 -96,000

        消          耗           品           費 415,354 342,767 72,587
        印       刷        製        本       費 1,543,624 235,963 1,307,661

        支       払        手        数       料 8,476 7,920 556
        新       聞        図        書       費 13,305 6,480 6,825

        渉                 外                 費 34,860 42,790 -7,930
        委                 託                 費 1,002,098 456,211 545,887

        給          料           手           当 1,350,946 1,352,889 -1,943
        福       利        厚        生       費 116,635 113,329 3,306

      管                 理                 費 4,480,335 4,433,506 46,829

        通       信        運        搬       費 111,775 121,181 -9,406
        減       価        償        却       費 6,856 0 6,856

        会                 議                 費 58,011 109,775 -51,764
        旅       費        交        通       費 117,798 106,624 11,174

        光       熱        水        料       費 178,727 185,549 -6,822
        賃                 借                 料 1,208,496 1,167,328 41,168

        消          耗           品           費 108,715 131,956 -23,241
        印       刷        製        本       費 253,213 242,339 10,874

        委                 託                 費 774,358 754,740 19,618
        支       払        手        数       料 2,805 3,396 -591

        諸                 謝                 金 0 0 0
        租          税           公           課 1,100 1,200 -100

        評価損益等調整前当期経常増減額 2,193,679 1,567,735 625,944

        雑                                    費 190,900 143,200 47,700
      経常費用計 16,444,173 14,388,533 2,055,640

        評価損益等計 0 0 0
        当期経常増減額 2,193,679 1,567,735 625,944
 ２．経常外増減の部
  (1) 経常外収益
      経常外収益計 0 0 0
  (2) 経常外費用
      経常外費用計 0 0 0
        当期経常外増減額 0 0 0
        当期一般正味財産増減額 2,193,679 1,567,735 625,944
        一般正味財産期首残高 3,416,858 1,849,123 1,567,735
        一般正味財産期末残高 5,610,537 3,416,858 2,193,679
Ⅱ　指定正味財産増減の部
        当期指定正味財産増減額 0 0 0
        指定正味財産期首残高 0 0 0
        指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 5,610,537 3,416,858 2,193,679  
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公益社団法人　顔と心と体研究会 （単位:円）

507,157

                                          貯蔵品 切手在庫 4,584

(固定資産)

                                          商品 書籍・ピンバッジ在庫 1,718,754
 流動資産合計 6,453,194

財産目録
令和 2年 3月31日現在

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金        額
(流動資産)
  現金 手元保管 運転資金として 53,777
                                          預金 普通預金 運転資金として 4,578,079
                                              三菱UFJ銀行 2,967,823
                                              郵便局 1,610,256
                                          未収会費 正会員に係る未収分 93,000
                                          未収金 事業収益に係る未収分 5,000

 固定資産合計 911,646
 資産合計 7,364,840

  ソフトウェア 会計ソフト 404,489
                                          商標権 ﾒﾝﾀﾙﾒｲｸｾﾗﾋﾟｽﾄ

(流動負債)
                                          未払費用 (有)かづきれいこ他 事業に係る経費未払分 995,503
                                          前受金 検定料、講座参加費等 179,800
                                          前受会費 2020年度会費 579,000

 正味財産 5,610,537

 流動負債合計 1,754,303
 負債合計 1,754,303
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 １．重要な会計方針
  (1)  棚卸資産の評価基準及び評価方法
  　　 貯蔵品、商品については個別法による原価法によっている。

  (2)  固定資産の減価償却の方法
  　　 商標権、ソフトウェアについては定額法によっている。

  (3)  消費税等の会計処理
  　　 消費税の会計処理は税込方式によっている。

 ２．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
     固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

関する法律施行規則」第33条に規定する附属明細書「貸借対照表及び損益計算書の内容を補足

する重要な事項」が存在しないので作成しない。

財務諸表に対する注記

(単位：円)
科      目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

附属明細書

貸借対照表及び正味財産増減計算書（損益計算書）には、「一般社団法人及び一般財団法人に

ソフトウェア 411,345 6,856 404,489
商標権 699,528 192,371 507,157

合      計 1,110,873 192,371 507,157

 


